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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月25日(2013.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光抽出器を備えるライトガイドであって、それぞれの光抽出器が、
　ライトガイドから主に第１の方向に沿って光を抽出するように主に設計された第１の部
分と、
　主に第１の方向に沿った光抽出のために少なくとも他の１つの光抽出器の第１の部分に
主に向かって光を反射するように主に設計された第２の部分と、を備える、ライトガイド
。
【請求項２】
　ライトガイドの第１の縁に近接して配置された第１の複数の光抽出器を備えるライトガ
イドであって、前記第１の複数の光抽出器において、
　それぞれの光抽出器が、光の抽出のために少なくとも１つの他の光抽出器に向けて光を
反射するように主に設計された平面側を備え、
　前記光抽出器の前記平面側が、同じ配向を有し、
　それぞれの光抽出器の前記平面側が、隣接するどの光抽出器の平面側にも面していない
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、ライトガイド。
【請求項３】
　光源であって、複数の光抽出器を備えるライトガイドのそれぞれの光抽出器が、前記ラ
イトガイドからの光を抽出するように主に設計された第１の部分と、前記ライトガイドか
らの抽出のために別の光抽出器の第１の部分に向けて光を反射するように主に設計された
第２の部分とを含む、ライトガイドと、
　前記ライトガイドの第１の縁に沿って配置された第１のランプと、
　前記第１の縁と異なる前記ライトガイドの第２の縁に沿って配置された第２のランプと
、を備え、前記複数の光抽出器が、
　第１の複数の光抽出器の第２の部分が、前記ライトガイドからの抽出のために前記第１
の複数の光抽出器の少なくとも他の１つの光抽出器の第１の部分に向けて前記第２のラン
プによって発される光を反射するように主に設計される、第１の複数の光抽出器と、
　前記第１の複数の光抽出器と異なる、第２の複数の光抽出器の第２の部分が、前記ライ
トガイドからの抽出のために、前記第２の複数の光抽出器の少なくとも他の１つの光抽出
器の第１の部分に向けて前記第１のランプによって発される光を反射するように主に設計
される、第２の複数の光抽出器と、を備える、光源。
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